
１０月９日（日）横浜市の戸塚区役

所の多目的スペースにおいて、日立リ

ストラかながわ対策会議（以下対策会

議と称す）主催で『日立黒字リストラ

に反撃する決起集会』が７６名参加

開催されました。（右写真）

開会挨拶は、戸塚地域対策会議の沢

中正也さんが行ない、主催者挨拶は対

策会議の岡本一代表が「リストラとの

闘いはアベノミクスに対する闘いであ

る」と行ない、続いて連帯挨拶で神奈

川労連の住谷和典副議長は「雇用対策

法に基づき雇用を守る闘いが重要であ

る」と強調されました。

報告では、対策会議の中村由紀子事務局長は、この

間の闘争経過を詳細に行ない、自由法曹団神奈川支部

の高橋宏弁護士は、子会社への転籍禁止仮処分命令の

提訴意義と闘いの現状と展望を語りました。

電機・情報ユニオンの米田徳治委員長は「日立資本

との闘い」と題し、今回の闘いは解雇・差別争議で日

立本社と和解解決した協定にも反するもので、草むし

り作業を命じた事も「緑化業務」と強弁しており、法

令と人権無視であり闘い抜くと訴えました。

支援・激励挨拶では、日本共産党から畑野きみえ参

院議員・木崎忠正県議・岩崎横浜市議・荒木横浜市議・

横浜西部労連吉田事務局長・神奈川革新懇大森たけし

さん、戸塚新婦人松浦幸恵さん、東芝の職場を明るく

する会鈴木登美夫事務局長、富士通ＦＩＰ中野康一さ

ん、日立の職場からも２人が実態を告発、日立懇原田

事務局長、日立争議団ＯＢの宮崎・荒川さんなどから

激励の言葉が寄せられました。

闘いの先頭に立っている、転籍強要で仮処分提訴し

た田中章夫さん、人権侵害を受けて日立と団交を行なっ

ている村田光裕さんは、自身が受けたひどい実態を告

発しながら、反撃集会に大勢参加して頂いたことに感

謝を述べ、「泣く泣く辞めさせられたり転籍された人

の分迄頑張りたい」と決意表明しました。

閉会挨拶した神奈川電機懇の今井節生代表は、本集

会は「闘う２人を励まし反撃する」と位置づけており、

職場に導入され

ている成果主義

賃金制度は、評

価で低位にされ

たら降格や減給

となるもので、

日立を初めとす

るリストラ人減

らしを糾弾しよ

うと呼び掛け、

団結頑張ろう三

唱で閉めました。
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